
環境省（西表石垣国立公園サンゴ礁保全業務）

平成25年度の駆除状況、オニヒトデの発生状況

沖縄県（沖縄県サンゴ礁保全活動支援事業）

計２,４２６匹（５～３月、３人・５日／月）

計２ ４３９匹（９ ３月）沖縄県（沖縄県サンゴ礁保全活動支援事業）

石垣市水産課（ふるさと納税）

石垣市水産課（水産多面的事業）

計２,４３９匹（９～３月）
米原 ３３（15日・ 3人／月）

・レイシガイダマシ＞オニヒトデ
・小型個体（20cm未満）

計１,２４２匹（４～５月、２～８人・４日／月）

計６ １７１匹（１～３月 ５～14人・６日／月）

石垣市環境課（オニヒトデ駆除・サンゴ保全事業）

石垣市水産課（水産多面的事業）

石垣市水産課（漁場保全事業）

計６,１７１匹（１～３月、５～14人 ６日／月）

計６,５８７匹（１～３月、25～50人・４日／日）

大崎 １８０（43日・3人）
・小型個体（20cm未満）

嘉耶真島 ７３

・サンゴ低被度でオニヒトデ少
・大型（30cm以上）

名蔵（県・市環境課）
７０１４（11～2月、 66日・2～6人）
・前年の１／６に減少
・中央部離礁に多い（小型）

・小型個体（20cm未満）

・前年から引続き駆除数多い

・急激な増加なし
・小型個体（20cm未満）

ヨナラ水道 ９４６
（前年２２７３）

マサーグチ～タキドゥ
ングチ １４０７

・前年から引続き駆除数多い

・前年ほど急激な増加傾向はではな
い
・小型個体（20cm未満）
・サンゴ高被度域ため今後も注意

・西側＞東側

浜島東 （ 人 月）

竹富島北東 ４６（20日・3人／月）
・小型個体（20cm未満）

ギーラーピー南 ４０１（11
日・3人／月）

・サンゴ高被度域ため今後も注意 浜島東 １１０（11日・3人／月）
・小型個体（20cm未満）

・多様なサイズ、食害進む
（要注意）

・北側はよりサンゴが高被
度だが冬期も入れる南部
を集 除

・前年と比較し、駆除数は大幅に減少
個体が多 を集中駆除・小型個体が多い



平成２６年度の駆除及びオニヒトデの出現状況

環境省（西表石垣国立公園サンゴ礁保全業務） 計１,６２０匹（８～１２月、３～５人・４日／月）

沖縄県（沖縄県サンゴ礁保全活動支援事業）

計３４匹（９～１１月、３人・５～１０日／月）■実施者A

■実施者B 計１２８匹（１０～１２月、２人・２～５日／月） 米原 ９（ 1～2日・ 3人／月）

石垣市水産課（水産多面的事業） ヨナラ水道東西、マサーグチで駆除予定
（１、２月、１０名・５日／月）

石垣市環境課（オニヒトデ駆除・サンゴ保全事業）
名蔵湾 13（2～7日・ 3人／月）

名蔵湾 13（2～7日・ 3人／月）
・小型個体（20cm未満）

１,６２０ タキドゥングチ

・小型（20cm未満）
増加傾向（要注意）

２（4日・ 3人／月） ・小型個体（20cm未満）

北礁（未実施）

竹富北東 ３（1～4日・ 3人／月）
・小型個体（20cm未満）

北礁（未実施）

浜島東 ７（1日・3人／月）
・小型個体（20cm未満） ５（3日・ 3人／月）

竹富南 40（1～4日・ 3人／月）
・小型～中型（30cm未満）

・前年と比較し確認されたオニヒトデの数は大幅に減少、小型が多い
→分布縮小傾向？小型個体を発見できていない？

・竹富島南では依然としてオニヒトデが多い
・Ｈ26春頃から崎山湾周辺でオニヒトデが増加傾向（中型・食害進行早い）
・駆除は３月まで継続予定


